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論文審査の要旨

本研究は、一次性変形性膝関節症患者に対する医療者側の評価法として整形

外科領域で広く用いられてきた日整会 OA 膝判定基準(JOA) の妥当性と信頼性に'

ついて調査したものである。

複数の評価法を用いて、一次性関節症を認めた 85 例で JOA の妥当性の検証刊

をし、別の 32 例では JOA の信頼性について詳細に検討し、 JOA が変形性膝関節

症の評価法として有用であることを証明した。

申請者が示したごとく、いくつかの Limitation を有しているが、本評価法、

の妥当性は適切な手法によって検証されている。信頼性についても同様に適切

に検証されている。特に、複数の評価者及び同一評価書による複数回の JOA 評

価を行い、検者間および検者内信頼性も合わせて評価しており、研究デザイン

も十分考慮されている。 JOA スコアは、本論文によって膝関節症に対する評価法

として初めて国際的に認知されたといえる。

本研究は、本邦で広く用いられている変形性膝関節症の評価法である JOA の

妥当性と信頼性を初めて検証したという点で、整形外科の臨床的に意義深い研

究であるといえる。参考論文と合わせて、博士の学位に相当すると審査する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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